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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】送信時間間隔（ＴＴＩ）ごとに複数のハイブリ
ッド自動再送要求（Ｈ－ＡＲＱ）プロセスをサポートす
る方法およびシステムを提供する。
【解決手段】複数の伝送ブロック（ＴＢｓ）を受信する
無線送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ）は、受信機とプロ
セッサと送信機を備える。受信機は、１つのＴＴＩにお
いて、複数のＴＢｓのそれぞれについての制御情報を受
信し、制御情報を用いて複数のＴＢｓを受信する。プロ
セッサは、複数のＴＢｓを処理し、チャネル品質インジ
ケータ（ＣＱＩ）を含み、且つ、複数のＴＢｓのそれぞ
れの成功受信また不成功受信を示すフィードバックメッ
セージを生成し、巡回冗長検査（ＣＲＣ）をフィードバ
ックメッセージに含めるかどうかを決定し、フィードバ
ックメッセージの総計に基づいて、フィードバックメッ
セージのための符号化方式を選択する。送信機は、生成
されたフィードバックメッセージを送信する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の伝送ブロック（ＴＢｓ）を受信する無線送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ）であっ
て、
　１つの送信時間間隔（ＴＴＩ）において、複数のＴＢｓのそれぞれについての制御情報
を受信するよう、および前記制御情報を用いて前記複数のＴＢｓを受信するよう構成され
た受信機と、
　前記複数のＴＢｓを処理するよう、チャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）を含み且つ前
記複数のＴＢｓのそれぞれの成功受信または不成功受信を示すフィードバックメッセージ
を生成するよう、巡回冗長検査（ＣＲＣ）を前記フィードバックメッセージに含めるかど
うかを決定するよう、およびフィードバックの総計に基づいて、前記フィードバックメッ
セージのための符号化方式を選択するよう構成されたプロセッサと、
　前記生成されたフィードバックメッセージを送信するよう構成された送信機と
を備えたＷＴＲＵ。
【請求項２】
　前記受信機は、前記複数のＴＢｓのそれぞれについての個々の巡回冗長検査（ＣＲＣ）
を受信するようさらに構成されている、請求項１に記載のＷＴＲＵ。
【請求項３】
　前記フィードバックメッセージは、複数の多入力多出力（ＭＩＭＯ）ストリームのそれ
ぞれについてのチャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）を含む、請求項１に記載のＷＴＲＵ
。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ワイヤレス通信システムに関する。より詳細には、本発明は、送信時間間隔
（ＴＴＩ）ごとに複数のハイブリッド自動再送要求（Ｈ－ＡＲＱ）プロセスをサポートす
る方法およびシステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　第３世代パートナーシッププロジェクト（３ＧＰＰ）は現在、収容力が高く優れた受信
可能範囲を有する、高データレート、低遅延、パケット用に最適化された、改良型システ
ム向けの新たな無線アクセスネットワークを提供するために、３ＧＰＰのロングタームエ
ボリューション（ＬＴＥ）を検討している。ＬＴＥは、無線インターフェイスの拡張（す
なわち、拡張型ユニバーサル地上無線アクセス（ＵＴＲＡ））、および無線ネットワーク
アーキテクチャ（すなわち、拡張型ユニバーサル地上無線アクセスネットワーク（ＵＴＲ
ＡＮ））である。現在、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）および単一キャリア周波
数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）が、それぞれダウンリンクおよびアップリンク送信に
おいて使われるエアインターフェイス技術として提案されている。
【０００３】
　一方、３ＧＰＰ無線アクセスネットワークの収容力および受信可能範囲を向上させるた
めに、３ＧＰＰ高速パケットアクセス拡張規格（ＨＳＰＡ＋）も提案されている。ＨＳＰ
Ａ＋では、無線インターフェイスおよび無線ネットワークアーキテクチャの拡張規格が検
討されている。ＨＳＰＡ＋では、エアインターフェイス技術は依然として符号分割多元接
続（ＣＤＭＡ）に基づくことになるが、独立チャネライゼーションコード（チャネル品質
に関して区別される）、および複数入力複数出力（ＭＩＭＯ）を含む、より効率的な物理
層アーキテクチャを伴う。
【０００４】
　３ＧＰＰおよび３ＧＰＰ２を含むいくつかのワイヤレス通信標準によって、Ｈ－ＡＲＱ
が採用されている。無線リンク制御（ＲＬＣ）層の自動再送要求（ＡＲＱ）機能に加えて
、Ｈ－ＡＲＱは、リンクアダプテーションエラーおよびレート制御に関して、スループッ
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トおよび性能の向上をもたらす。高速ダウンリンクパケットアクセス（ＨＳＤＰＡ）では
非同期Ｈ－ＡＲＱが使われ、高速アップリンクパケットアクセス（ＨＳＵＰＡ）では同期
Ｈ－ＡＲＱが使われる。
【０００５】
　従来のＨ－ＡＲＱ方式は、１つのＨ－ＡＲＱプロセスを介して送信機がＴＴＩごとにた
だ１つの伝送ブロック（ＴＢ）を送信する、単一のＨ－ＡＲＱ方式である。ＬＴＥまたは
ＨＳＰＡ＋への物理リソース依存リンクアダプテーション機構の導入により、従来のＨ－
ＡＲＱシグナリング機構（すなわち、単一Ｈ－ＡＲＱ用のシグナリング機構）は、複数の
Ｈ－ＡＲＱプロセスを介してＴＴＩごとに複数のＴＢを送信するのに十分ではなくなって
いる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　したがって、ＴＴＩごとに複数のＴＢを同時に送信する複数のＨ－ＡＲＱプロセスをサ
ポートする方法およびシステムを提供することが望ましいであろう。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、ＴＴＩごとに複数のＨ－ＡＲＱプロセスをサポートする方法およびシステム
に関する。送信機および受信機が、複数のＨ－ＡＲＱプロセスを含む。各Ｈ－ＡＲＱプロ
セスは、ＴＴＩごとに１つのＴＢを送信し受信する。送信機は、複数のＴＢを生成し、各
ＴＢをある特定のＨ－ＡＲＱプロセスに割り当てる。送信機は、割り当てられたＨ－ＡＲ
Ｑプロセスおよび関連ＴＢに対する制御情報を受信機に送る。送信機はＴＴＩごとに同時
に、割り当てられたＨ－ＡＲＱプロセスを使って、ＴＢを送る。ＴＢを受信した後、受信
機は、ＴＢそれぞれの受信成功または不成功を示す、Ｈ－ＡＲＱプロセスおよび関連ＴＢ
それぞれに対するフィードバックを送信機に送る。複数のＴＢに対するフィードバックは
、同時に送信されたＨ－ＡＲＱプロセス（すなわち、ＴＢ）用に結合させることができる
。制御情報およびフィードバックは、レイヤ１制御部あるいはレイヤ２またはレイヤ３シ
グナリングを介して送ることができる。ＭＩＭＯが実装される場合、１つのＨ－ＡＲＱプ
ロセスを、１つのＭＩＭＯストリーム、またはコードワード用に割り当てることができる
。フィードバックは、ＭＩＭＯストリームまたはコードワードごとのチャネル品質インジ
ケータ（ＣＱＩ）を含み得る。
【０００８】
　例として与えられるとともに添付の図面と併せて理解されるべき以下の説明から、本発
明のより詳細な理解が得られるであろう。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明による、ＴＴＩごとに複数のＨ－ＡＲＱプロセスをサポートするシステム
を示すブロック図である。
【図２】本発明による、ＴＴＩごとの複数の同時Ｈ－ＡＲＱプロセスをサポートする関連
制御情報の送信および複数のＴＢの送信を示す図である。
【図３】データおよび関連制御情報のＬＴＥダウンリンク物理層フレーム構造を示す図で
ある。
【図４】データおよび関連制御情報用のＬＴＥアップリンク物理層フレーム構造を示す図
である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　本発明は、３ＧＰＰ標準のＬＴＥおよびＨＳＰＡ＋を含むが、それに限定されない、ど
のワイヤレス通信システムにも適用可能である。
【００１１】
　図１は、本発明によるシステム１００のブロック図である。システム１００は、送信機
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１１０および受信機１２０を含む。送信機１１０および受信機１２０は、ワイヤレス送受
信ユニット（ＷＴＲＵ）およびノードＢでも、その逆でもよい。「ＷＴＲＵ」という用語
は、ユーザ機器（ＵＥ）、移動局、固定または移動加入者ユニット、ページャ、セルラー
電話、携帯情報端末（ＰＤＡ）、コンピュータ、あるいはワイヤレス環境において動作す
ることが可能な他のどのタイプのユーザデバイスも含むが、それに限定されない。「基地
局」という用語は、ノードＢ、サイトコントローラ、アクセスポイント（ＡＰ）、または
ワイヤレス環境において動作することが可能な他のどのタイプのインターフェイスデバイ
スも含むが、それに限定されない。
【００１２】
　送信機１１０は、複数のＴＢプロセッサ１１２、複数のＨ－ＡＲＱプロセス１１４、お
よび制御情報プロセッサ１１６を含む。各ＴＢプロセッサ１１２は、少なくとも１つのデ
ータフロー（たとえば、メディアアクセス制御（ＭＡＣ）またはＲＬＣパケットデータユ
ニットパケットデータユニット（ＰＤＵ）の少なくとも１つのフロー）を受信し、少なく
とも１つのＴＢを生成する。複数のＭＡＣまたはＲＬＣ　ＰＤＵは、１つのＴＢに多重化
することができる。本発明によると、複数のＴＢは、複数のＨ－ＡＲＱプロセスを用いて
、ＴＴＩごとに同時に送信することができる。ＴＢプロセッサ１１２は、送信機１１０と
受信機１２０の間のリンク条件に基づき、ＴＢそれぞれ向けに、適切な伝送形式の組合せ
（ＴＦＣ）（すなわち、ＴＢサイズ、ＴＢセットサイズ、ＴＴＩ、変調および符号化方式
（ＭＣＳ）、サブキャリア、アンテナビーム、プリコーディング行列指示（ＰＭＩ）、巡
回冗長検査（ＣＲＣ）サイズ、重複バージョン（ＲＶ）、データブロックの無線リソース
へのマッピングなど）を選択する。好ましくは、個別のＣＲＣが各ＴＢに付加される。複
数のＴＢが次いで、ＴＴＩごとに複数のＨ－ＡＲＱプロセス１１４を介して同時に送信さ
れる。
【００１３】
　送信機１１０は、ある特定のＨ－ＡＲＱプロセスにＴＢ各々を割り当て、割り当てられ
たＨ－ＡＲＱプロセスを介して、ＴＴＩごとに同時に複数のＴＢを送信する。たとえば、
いくつかの独立空間データストリーム（すなわち、いくつかのＴＢ）が、ＭＩＭＯを用い
て同時に送信されるとき、１つのＨ－ＡＲＱプロセスを、各空間データストリーム（すな
わち、１つのＴＢ）に割り当てることができ、複数の空間データストリームを、複数のＨ
－ＡＲＱプロセスを介して同時に送信することができる。
【００１４】
　制御情報プロセッサ１１６は、ＴＢおよびＴＢに関連づけられたＨ－ＡＲＱプロセスに
関する制御情報を、各ＴＴＩごとに受信機１２０に送るように構成される。制御情報は、
伝送形式およびリソースインジケータ（ＴＦＲＩ）およびＨ－ＡＲＱ関連情報を含むが、
それに限定されない。ＴＦＲＩは、ＴＦＣの動的部分についての情報（ＴＢセットサイズ
と変調および符号化方式とを含む）および物理チャネル情報（すなわち、対応するＴＴＩ
においてＴＢがマップされるチャネライゼーションコード、サブキャリアおよびアンテナ
ビーム）を含むが、それに限定されない。Ｈ－ＡＲＱ情報は、Ｈ－ＡＲＱプロセスＩＤ、
Ｈ－ＡＲＱ機能ＩＤおよび重複バージョンを含むが、それに限定されない。制御情報は、
各ＴＢ用のレートマッチングパラメータを含み得る。各ＴＢ用のレートマッチングパラメ
ータは、ＴＦＲＩから導出することができる。
【００１５】
　受信機１２０は、複数のＴＢプロセッサ１２２、複数のＨ－ＡＲＱプロセス１２４、お
よび制御情報プロセッサ１２６を含む。制御情報プロセッサ１２６は、送信機１１０から
受信された制御情報を処理する。各Ｈ－ＡＲＱプロセス１２４は、ＴＴＩごとに１つのＴ
Ｂを処理するので、複数のＴＢが、送信機１１０から受信された制御情報に基づいて、Ｔ
ＴＩごとに同時に処理することができる。Ｈ－ＡＲＱプロセス１２４（または制御情報プ
ロセッサ１２６）は、ＴＢそれぞれの受信成功または不成功を示すフィードバックを送信
機１１０に送るので、送信機１１０は、フィードバックに基づいて、失敗したＴＢを再送
信することができる。ＴＢプロセッサ１２２は、制御情報に基づいて、首尾よく受信され
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たＴＢを処理する。
【００１６】
　複数のＴＢに対するフィードバックは、Ｈ－ＡＲＱプロセス（すなわち、ＴＢ）の同時
送信のために結合させることができる。制御情報およびフィードバックは、レイヤ１制御
部またはレイヤ２もしくはレイヤ３シグナリングを介して送ることができる。ＭＩＭＯが
実装される場合、フィードバックは、ＭＩＭＯストリーム、またはコードワードごとにＣ
ＱＩを含み得る。
【００１７】
　図２は、本発明による、ＴＴＩごとの複数の同時Ｈ－ＡＲＱプロセスをサポートする関
連制御情報の送信、および複数のＴＢの送信を示す。送信機１１０は、共通ＴＴＩにおい
て送信されるその１組のＴＢごとに１組の制御情報２０２ａ～２０２ｎを受信機１２０に
送る。同時Ｈ－ＡＲＱ送信用の制御情報２０２ａ～２０２ｎは、単一のパケットに連結す
ることができる。
【００１８】
　制御情報２０２ａ～２０２ｎは、各制御情報２０２ａ～２０２ｎを対応するＴＢに関連
づける情報を含む。従来のワイヤレス通信システム（すなわち、ＨＳＤＰＡおよびＨＳＵ
ＰＡ）では、ただ１つのＴＢ向けの制御情報がＴＴＩごとの個別の制御チャネル（すなわ
ち、ＨＳＤＰＡにおける高速共有制御チャネル（ＨＳ－ＳＣＣＨ）およびＨＳＵＰＡにお
けるエンハンスト個別物理制御チャネル（Ｅ－ＤＰＣＣＨ））を通じて送信され、ＴＴＩ
ごとにただ１つのＴＢが送信されるので、送信されたＴＢとそれに関係する制御情報との
間には、暗黙の関連づけがある。しかし、本発明によると、１つのＴＴＩにおいて、複数
のＴＢが複数のＨ－ＡＲＱプロセスを経由して同時に送信されるので、制御情報２０２ａ
～２０２ｎは、各制御情報２０２ａ～２０２ｎをその関連ＴＢに関係づける関連づけ情報
を含むべきである。関連づけ情報により、受信機２２０は、どの制御情報２０２ａ～２０
２ｎがどのＴＢ向けであるかを明確に知り、それにより、受信機２２０は、各ＴＢの処理
のために正しい制御情報２０２ａ～２０２ｎを使うことができる。
【００１９】
　制御情報は、１つのＴＴＩのレイヤ１制御部、あるいはレイヤ２またはレイヤ３シグナ
リングを介して送信することができる。図３は、データおよび関連制御情報用のＬＴＥダ
ウンリンク物理層サブフレーム３００を示す。サブフレーム３００は、データ部（「Ｄ」
として示される）および制御部（「Ｃ」として示される）を含む。制御情報は、サブフレ
ーム３００の制御部に含めることができる。ＨＳＰＡ＋用ダウンリンクレイヤ１フレーム
構造は、独立チャネライゼーションコード（チャネル品質に関して区別される）およびＭ
ＩＭＯを含み得るＣＤＭＡ技術に基づくことになる。可変ＴＴＩとともに、制御部は、い
くつかのサブフレームにマップされるデータブロックに対する制御情報を含み得る。ＭＩ
ＭＯが使われる場合、制御情報は、ＴＴＩごとに異なるＨ－ＡＲＱ機能にマップされる異
なるデータブロックの空間ストリームまたはコードワードの割振りも含み得る。
【００２０】
　ＴＢを受信すると、受信機１２０は、ＴＢそれぞれに対する、個別のフィードバック（
すなわち、肯定応答（ＡＣＫ）または否定応答（ＮＡＣＫ））を送る。図２は、本発明に
よる、ＴＴＩごとの複数のＨ－ＡＲＱプロセスをサポートするフィードバック２０４ａ～
２０４ｎの送信も示す。異なるＨ－ＡＲＱプロセスに対して複数のフィードバック送信２
０４ａ～２０４ｎが受信機１２０から送信機１１０へ行われるので、送信機１１０は、ど
のフィードバックがどのＨ－ＡＲＱプロセス（すなわち、ＴＢ）向けであるかを知ること
になる。この関連づけのために、Ｈ－ＡＲＱプロセスＩＤは（または他のどの関連づけ情
報も）、対応するＨ－ＡＲＱプロセスを示すために、各フィードバック２０４ａ～２０４
ｎに含めることができる。
【００２１】
　あるいは、Ｈ－ＡＲＱプロセスに関連づけられた事前定義パターンまたは一連のＴＢが
、送信機１１０および受信機１２０によって維持し保証することができる場合、フィード
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バック２０４ａ～２０４ｎは、その事前定義パターンまたはシーケンスによって送ること
ができ、それにより、送信機１１０は、どのフィードバックがどのＨ－ＡＲＱプロセスに
対応するかが分かる。たとえば、フィードバックは、フィードバックに関連づけられたＨ
－ＡＲＱ　ＩＤに関して昇順または降順のどちらかで並べることができる。昇順か降順か
は、呼のセットアップ中に決定することができる。あるいは、ＴＢが受信機１２０によっ
て首尾よく受信された場合、そのＴＢのフィードバックの位置は、既知のパターンをもつ
ダミーパケットで埋めることができ、そうすることによって、送信機１１０は、送信機１
１０がフィードバックパケットをデコードするとき、ＴＢの受信成功を認識することがで
きる。
【００２２】
　フィードバック２０４ａ～２０４ｎは、複数のＨ－ＡＲＱプロセス（すなわち、複数の
ＴＢ）用の単一のパケットに連結することができる。単一のフィードバックパケットに連
結されるフィードバックの数（すなわち、ＡＣＫおよびＮＡＣＫの数）は、ＴＢの送信に
使われるＨ－ＡＲＱプロセスの数に依存する。フィードバックの数が増加すると、より堅
牢なＭＣＳ、サブキャリア、アンテナビーム、コードワード、またはより高い送信能力が
、連結されたフィードバックパケットの送信に使われ得る。このフィードバックパケット
の重要性により、ＣＲＣは、送信機１１０でのエラー検出を向上させるために、連結され
たフィードバックパケットに付加することができる。
【００２３】
　フィードバックは、物理層フレームの制御部に含めることができる。図４は、ＬＴＥア
ップリンク物理層サブフレーム４００の構造を示す。サブフレーム４００は、パイロット
部４０２および制御およびデータ部４０４を含む。フィードバックは、サブフレーム４０
０の制御およびデータ部４０４に含めることができる。
【００２４】
　実施形態
　１．　送信機および受信機を含むワイヤレス通信システムにおいて、複数のＨ－ＡＲＱ
プロセスを用いて、ＴＴＩ中に複数のＴＢを同時に送る方法であって、送信機および受信
機は両方とも、ＴＴＩごとに複数のＴＢを処理する複数のＨ－ＡＲＱプロセスを含む方法
。
【００２５】
　２．　送信機が複数のＴＢを生成するステップを含む実施形態１に記載の方法。
【００２６】
　３．　送信機が、ある特定のＨ－ＡＲＱプロセスに各ＴＢを割り当てるステップを含む
実施形態２に記載の方法。
【００２７】
　４．　送信機が、ＴＢおよびＴＢに関連づけられたＨ－ＡＲＱプロセスに対する制御情
報を受信機に送るステップを含む実施形態２～３のいずれかに記載の方法。
【００２８】
　５．　送信機が、ＴＴＩごとに同時に、ＴＢ用に割り当てられたＨ－ＡＲＱプロセスを
用いて、ＴＢを送るステップを含む実施形態３～４のいずれかに記載の方法。
【００２９】
　６．　制御情報は、各ＴＢ用のＴＦＲＩを含む実施形態４～５のいずれかに記載の方法
。
【００３０】
　７．　各ＴＢ用のレートマッチングパラメータが、ＴＦＲＩから導出される実施形態６
に記載の方法。
【００３１】
　８．　制御情報は、各ＴＢ用のレートマッチングパラメータをさらに含む実施形態６～
７のいずれかに記載の方法。
【００３２】
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　９．　制御情報は、ＴＢそれぞれに割り当てられるＨ－ＡＲＱプロセスＩＤを含む実施
形態４～８のいずれかに記載の方法。
【００３３】
　１０．　送信機は、制御情報をレイヤ１制御部を介して送る実施形態４～９のいずれか
に記載の方法。
【００３４】
　１１．　送信機は、制御情報をレイヤ２シグナリングおよびレイヤ３シグナリングの一
方を介して送る実施形態４～９のいずれかに記載の方法。
【００３５】
　１２．　ＴＢに対する制御情報が連結される実施形態４～１１のいずれかに記載の方法
。
【００３６】
　１３．　ＴＢそれぞれに個別のＣＲＣを付加するステップをさらに含む実施形態２～１
２のいずれかに記載の方法。
【００３７】
　１４．　受信機が、ＴＢに応答して、ＴＢそれぞれの受信成功または不成功を示すＨ－
ＡＲＱフィードバックを送信機に送るステップをさらに含む実施形態１３に記載の方法。
【００３８】
　１５．　受信機は、各ＭＩＭＯストリームまたはコードワード用のＣＱＩを送る実施形
態１４に記載の方法。
【００３９】
　１６．　受信機は、複数のＴＢ用のフィードバックを連結して単一のフィードバックパ
ケットにする実施形態１４～１５のいずれかに記載の方法。
【００４０】
　１７．　受信機は、フィードバックパケットにＣＲＣを付加する実施形態１４～１６の
いずれかに記載の方法。
【００４１】
　１８．　フィードバックパケットに連結されるフィードバックの数が増加すると、より
堅牢なリンクアダプテーション方式がフィードバックパケット用に使われる実施形態１６
～１７のいずれかに記載の方法。
【００４２】
　１９．　フィードバックは、レイヤ１制御部を介して送信される実施形態１４～１８の
いずれかに記載の方法。
【００４３】
　２０．　フィードバックは、レイヤ２シグナリングおよびレイヤ３シグナリングの一方
を介して送信される実施形態１４～１８のいずれかに記載の方法。
【００４４】
　２１．　各フィードバックは、対応するＴＢが送信される際に経由するＨ－ＡＲＱプロ
セスの識別を含む実施形態１４～２０のいずれかに記載の方法。
【００４５】
　２２．　送信機および受信機は、どのフィードバックがどのＨ－ＡＲＱプロセスに対す
るものであるかを所定のタイミングに基づいて送信機が認識するための、同期Ｈ－ＡＲＱ
方式を実装する実施形態１４～２１のいずれかに記載の方法。
【００４６】
　２３．　送信機および受信機は、所定の一連のＴＢを維持し、受信機は、所定のシーケ
ンスによってＴＢにフィードバックを送る実施形態１４～２２のいずれかに記載の方法。
【００４７】
　２４．　受信機は、首尾よく受信されたＴＢ用のダミーシーケンスを、連結されたフィ
ードバックパケットに挿入する実施形態２３に記載の方法。
【００４８】
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　２５．　送信機および受信機は、それぞれ、複数のアンテナビームおよび複数のコード
ワードの１つを介してＴＢが送信されるためのＭＩＭＯを実装するための複数の送信アン
テナおよび受信機アンテナを含む実施形態５～２４のいずれかに記載の方法。
【００４９】
　２６．　送信機は、ＭＩＭＯストリームおよびコードワード各々用に１つのＨ－ＡＲＱ
を割り当てる実施形態２５に記載の方法。
【００５０】
　２７．　ワイヤレス通信システムは３Ｇ　ＬＴＥシステムである実施形態１～２６のい
ずれかに記載の方法。
【００５１】
　２８．　ワイヤレス通信システムは３ＧＰＰにおけるＨＳＰＡ＋である実施形態１～２
６のいずれかに記載の方法。
【００５２】
　２９．　複数のＨ－ＡＲＱプロセスを用いて、ＴＴＩごとに複数のＴＢを同時に送るワ
イヤレス通信システム。
【００５３】
　３０．　ＴＴＩごとに複数のＴＢを同時に送信するための複数のＨ－ＡＲＱプロセスを
備える送信機を備える実施形態２９に記載のシステム。
【００５４】
　３１．　送信機は、ＴＢおよびＴＢに関連づけられたＨ－ＡＲＱプロセスに関する制御
情報を送るように構成された制御情報プロセッサを備える実施形態３０に記載のシステム
。
【００５５】
　３２．　制御情報に基づいて複数のＴＢを同時に処理し、ＴＢそれぞれの受信成功また
は不成功を示すＴＢに応答して送信機にフィードバックを送るための複数のＨ－ＡＲＱプ
ロセスを備える受信機を備える実施形態３１に記載のシステム。
【００５６】
　３３．　制御情報は、各ＴＢ用のＴＦＲＩを含む実施形態３１～３２のいずれかに記載
のシステム。
【００５７】
　３４．　各ＴＢ用のレートマッチングパラメータは、ＴＦＲＩから導出される実施形態
３３に記載のシステム。
【００５８】
　３５．　制御情報は、各ＴＢ用のレートマッチングパラメータをさらに含む実施形態３
１～３４のいずれかに記載のシステム。
【００５９】
　３６．　制御情報は、ＴＢそれぞれに割り当てられるＨ－ＡＲＱプロセスＩＤを含む実
施形態３１～３５のいずれかに記載のシステム。
【００６０】
　３７．　制御情報は、レイヤ１制御部を介して送られる実施形態３１～３６のいずれか
に記載のシステム。
【００６１】
　３８．　制御情報は、レイヤ２シグナリングおよびレイヤ３シグナリングの一方を介し
て送られる実施形態３１～３６のいずれかに記載のシステム。
【００６２】
　３９．　ＴＢに対する制御情報が連結される実施形態３１～３８のいずれかに記載のシ
ステム。
【００６３】
　４０．　ＴＢそれぞれに個別のＣＲＣが付加される実施形態３０～３９のいずれかに記
載のシステム。
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【００６４】
　４１．　受信機は、複数のＴＢ用のフィードバックを連結して単一のフィードバックパ
ケットにする実施形態３２～４０のいずれかに記載のシステム。
【００６５】
　４２．　受信機は、フィードバックパケットにＣＲＣを付加する実施形態４１に記載の
システム。
【００６６】
　４３．　フィードバックパケットに連結されるフィードバックの数が増加すると、受信
機は、フィードバックパケット用により堅牢なリンクアダプテーション方式を用いる実施
形態４１～４２のいずれかに記載のシステム。
【００６７】
　４４．　フィードバックは、レイヤ１制御部を介して送信される実施形態３２～４３の
いずれかに記載のシステム。
【００６８】
　４５．　フィードバックは、レイヤ２シグナリングおよびレイヤ３シグナリングの一方
を介して送信される実施形態３２～４３のいずれかに記載のシステム。
【００６９】
　４６．　各フィードバックは、対応するＴＢが送信される際に経由するＨ－ＡＲＱプロ
セスの識別を含む実施形態３２～４５のいずれかに記載のシステム。
【００７０】
　４７．　送信機および受信機は、どのフィードバックがどのＨ－ＡＲＱプロセスに対す
るものであるかを所定のタイミングに基づいて送信機が認識するための、同期Ｈ－ＡＲＱ
方式を実装する実施形態３２～４６のいずれかに記載のシステム。
【００７１】
　４８．　送信機は、ＴＢを所定のシーケンスに入れて送信し、受信機は、所定のシーケ
ンスによってフィードバックをＴＢに送る実施形態３２～４７のいずれかに記載のシステ
ム。
【００７２】
　４９．　受信機は、首尾よく受信されたＴＢ用のダミーシーケンスを、連結されたフィ
ードバックパケットに挿入する実施形態４８に記載のシステム。
【００７３】
　５０．　送信機および受信機は、それぞれ、複数のアンテナビームおよびコードワード
の１つを介してＴＢが送信されるためのＭＩＭＯを実装するための複数の送信アンテナお
よび受信アンテナを含む実施形態３２～４９のいずれかに記載のシステム。
【００７４】
　５１．　送信機は、ＭＩＭＯストリームおよびコードワード各々用に１つのＨ－ＡＲＱ
を割り当てる実施形態５０に記載のシステム。
【００７５】
　５２．　受信機は、ＭＩＭＯストリームおよびコードワード各々用のＣＱＩを送る実施
形態５０～５１のいずれかに記載のシステム。
【００７６】
　５３．　ワイヤレス通信システムは３Ｇ　ＬＴＥシステムである実施形態２９～５２の
いずれかに記載のシステム。
【００７７】
　５４．　ワイヤレス通信システムは３ＧＰＰ　ＨＳＰＡ＋システムである実施形態２９
～５２のいずれかに記載のシステム。
【００７８】
　５５．　複数のＨ－ＡＲＱプロセスを用いて、ＴＴＩごとに複数のＴＢを同時に送る装
置。
【００７９】
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　５６．　複数のＴＢプロセッサを備える実施形態５５に記載の機器であって、各ＴＢプ
ロセッサは、少なくとも１つの送信用ＴＢを生成し、受信されたＴＢを処理するように構
成された機器。
【００８０】
　５７．　複数のＴＢをＴＴＩごとに同時に送信し受信し、受信されたＴＢに応答して、
受信されたＴＢそれぞれの受信成功または不成功を示すフィードバックを送るための複数
のＨ－ＡＲＱプロセスを備える実施形態５６に記載の機器。
【００８１】
　５８．　ＴＢおよびＴＢに関連づけられたＨ－ＡＲＱプロセスに関する制御情報を送り
、受信するように構成された制御情報プロセッサをさらに備える請求項５７に記載の装置
。
【００８２】
　５９．　制御情報は、各ＴＢ用のＴＦＲＩを含む実施形態５８に記載の装置。
【００８３】
　６０．　各ＴＢ用のレートマッチングパラメータが、ＴＦＲＩから導出される実施形態
５９に記載の装置。
【００８４】
　６１．　制御情報は、各ＴＢ用のレートマッチングパラメータをさらに含む実施形態５
８～６０のいずれかに記載の装置。
【００８５】
　６２．　制御情報は、ＴＢそれぞれに割り当てられるＨ－ＡＲＱプロセスＩＤを含む実
施形態５８～６１のいずれかに記載の装置。
【００８６】
　６３．　制御情報は、レイヤ１制御部を介して送られる実施形態５８～６２のいずれか
に記載の装置。
【００８７】
　６４．　制御情報は、レイヤ２シグナリングおよびレイヤ３シグナリングの一方を介し
て送られる実施形態５８～６２のいずれかに記載の装置。
【００８８】
　６５．　ＴＢに対する制御情報が連結される実施形態５８～６４のいずれかに記載の装
置。
【００８９】
　６６．　ＴＢそれぞれに個別のＣＲＣが付加される実施形態５６～６５のいずれかに記
載の装置。
【００９０】
　６７．　フィードバックは、連結されて単一のフィードバックパケットになる実施形態
５７～６６のいずれかに記載の装置。
【００９１】
　６８．　フィードバックパケットにＣＲＣが付加される実施形態６７に記載の装置。
【００９２】
　６９．　フィードバックパケット中に連結されたフィードバックの数が増加すると、よ
り堅牢なリンクアダプテーション方式がフィードバックパケット用に使われる実施形態６
７～６８のいずれかに記載の装置。
【００９３】
　７０．　フィードバックは、レイヤ１制御部を介して送信される実施形態５７～６９の
いずれかに記載の装置。
【００９４】
　７１．　フィードバックは、レイヤ２シグナリングおよびレイヤ３シグナリングの一方
を介して送信される実施形態５７～６９のいずれかに記載の装置。
【００９５】
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　７２．　各フィードバックは、対応するＴＢが送信される際に経由するＨ－ＡＲＱプロ
セスの識別を含む実施形態５７～７１のいずれかに記載の装置。
【００９６】
　本発明の特徴および要素が好ましい実施形態において特定の組合せで説明されたが、各
特徴または要素は、好ましい実施形態のそれ以外の特徴および要素なしで、単独でも、本
発明の他の特徴および要素とともに、またはそれらなしで様々に組み合わせても使うこと
ができる。本発明において提示した方法またはフローチャートは、汎用コンピュータまた
はプロセッサによる実行用にコンピュータ可読記憶媒体で具体的に実施されるコンピュー
タプログラム、ソフトウェア、またはファームウェアとして実装することができる。コン
ピュータ可読記憶媒体の例は、読出し専用メモリ（ＲＯＭ）、ランダムアクセスメモリ（
ＲＡＭ）、レジスタ、キャッシュメモリ、半導体メモリ素子、内部ハードディスクおよび
取外し可能ディスクなどの磁気媒体、光磁気媒体、ならびにＣＤ－ＲＯＭディスク、およ
びデジタル多用途ディスク（ＤＶＤ）などの光媒体を含む。
【００９７】
　適切なプロセッサは、例として、汎用プロセッサ、特殊目的プロセッサ、従来のプロセ
ッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアを伴
う１つもしくは複数のマイクロプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、特定
用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラム可能ゲートアレイ（ＦＰＧＡ）回
路、他の任意のタイプの集積回路（ＩＣ）、および／または状態マシンを含む。
【００９８】
　ソフトウェアを伴うプロセッサは、ワイヤレス送受信ユニット（ＷＴＲＵ）、ユーザ機
器（ＵＥ）、端末、基地局、無線ネットワークコントローラ（ＲＮＣ）、または任意のホ
ストコンピュータにおいて使用するための無線周波数トランシーバを実装するのに使うこ
とができる。ＷＴＲＵは、モジュールと併用し、カメラ、ビデオカメラモジュール、テレ
ビ電話、スピーカフォン、振動デバイス、スピーカ、マイクロホン、テレビトランシーバ
、ハンズフリーヘッドセット、キーボード、ブルートゥース（登録商標）モジュール、周
波数変調（ＦＭ）無線ユニット、液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）表示ユニット、有機発光ダ
イオード（ＯＬＥＤ）表示ユニット、デジタル音楽プレーヤ、メディアプレーヤ、ビデオ
ゲームプレーヤモジュール、インターネットブラウザ、および／または任意のワイヤレス
ローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）モジュールなど、ハードウェアおよび／または
ソフトウェアとして実装することができる。
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